








（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 小論文（後期日程試験：令和６年度） 問題番号 SE 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
 理学部（地球科学科） 

出題のねらい 

 
本問題では、地下深部のマントルを起源とする蛇紋岩の成因や深海底調査

の方法についての会話文を題材とし、入学後に理学部地球科学科の学生とし
て必要とされる自然科学への関心と、文章の読解力、自身の考えを論理的に
まとめることができる力を試す。 
 

採 点 基 準 
 

(点数は200点 

満点の場合） 

 
問１ 配点25％ （50点） 
会話文の内容を正確に読解し、蛇紋岩の特徴や成因について文字数の過

不足なく適切な説明文を構築できているかが採点のポイントとなる。 
 
問２ 配点25％ （50点） 
会話文の内容から必要な情報を抽出し、かんらん岩が熱水変質を受けて

蛇紋岩になる際、どのような物性の変化が生じることで、海底に向かって
上昇するようになるのかについて、文字数の過不足なく論理的に説明でき
ているかが採点のポイントとなる。 
 
問３ 配点25％ （50点） 
会話文の内容から必要な情報を抽出し、H先生が挙げた海洋底から石を

採取する2種類の方法（ドレッジと有人潜水艇）について、文字数の過不
足なく論理的に説明できているかが採点のポイントとなる。 
 
問４ 配点25％ （50点） 
科学のフロンティア（未踏領域）について、受験生の考えを尋ねる問題

である。ただし、具体的な知識の良否を問うのが目的ではなく、様々な視
点からの回答が許容される。受験生自身の考えをまとめて、文字数の過不
足なく論理的な文章を書くことができているかが採点のポイントとなる。 
 

 


